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１．はじめに 

筆者らはプレキャスト製の床版と壁高欄とをアンカ

ー筋で接合し，その間隙となる目地部に無収縮モルタ

ル（以下，充填モルタルと称す）を充填する技術を開発

してきている 1)．アンカー筋は，塩害対策のためエポキ

シ樹脂塗装鉄としてきたが，厳しい塩害の環境下にお

いては，エポキシ樹脂被膜を塩化物イオンが透過し，鋼

材が腐食する事例が報告されている 2）．そこで，長期耐

久性と引張強度の優れたアラミド FRP バンドアンカー

（以下，ABA と称す）をアンカー筋として使用するこ

とを考えた． 

ABA が充填モルタルと接する定着部分（以下，定着

部と称す）は，定着部表面の凹凸状態が付着強度に大き

く影響する．また，充填モルタルの圧縮強度や細骨材の

粒度も付着強度に影響を及ぼすと考えられる． 

他方，ABA を設置する際に床版内部の配筋や床版厚

さの制約を受け，ABA の定着長は 150mm 以下にする

必要がある．ABA は橋脚の耐震補強等に使用した事例

がみられるものの，定着長を限定した ABA と充填モル

タルとの付着特性に関する報告事例は見あたらない． 

本稿は，モルタルの配合条件と定着部表層の凹凸が，

充填モルタルとABAの付着に及ぼす影響を把握するこ

とを目的として実施した引抜試験の結果について述べ

たものである． 

２．実験概要 

表 1 に引抜試験のケースを示す．実験に使用する

ABA は，付着強度を高める目的で定着部の表面に珪砂

を付着させた．珪砂の粒径区分は 3 号および，4 号，5

号とした． 

充填モルタルは，細骨材の粒径を要因として，細粒度

と粗粒度の 2 種類をとした．引抜試験は細粒度，粗粒度

ともに，圧縮強度が 40N/mm2 および 60N/mm2 となる材

齢で実施した． 

 

※1 細粒度の珪砂配合：5 号，6 号，7 号 
※2 粗粒度の珪砂配合：4 号，5 号，6 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）ABA の定着部の表面粗さ確認実験 

図 1 に示すように，ABA の定着部の表面粗さを定量

的に評価するために，レーザー変位計を用いて ABA の

定着部の先端から 20~90mm の区間の表面粗さを測定

し，粗さ指標を算出した．各珪砂から 3 本，1 本あたり

3 線を代表値として測定した．本研究で用いた粗さ指標

は，式(1)から得られるスキューネス𝑅𝑠𝑘3)である． 
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ここに，𝑍(𝑥)：任意の位置𝑥における輪郭曲線の高さ 

𝑙𝑟：基準長さ 

𝑅𝑝：断面曲線の二乗平均平方根粗さ 

 

表 1 引抜試験 実験ケース 

ABA に付着させる

珪砂の粒径（号） 
モルタルの配合 

粒度分布 圧縮強度(N/mm2) 

3，4，5 
粒径:大→小 

細粒度※1 40，60 

粗粒度※2 40，60 

図 1 表面粗さ測定の概要 
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（2）引抜試験 

引抜試験は，JSCE E539 20074)に準拠して実施した．

図 2 に引抜試験の供試体および試験の概要図を示す．

ABA の定着長は 70mm とした．これは，付着強度が高

く，ABA がモルタルから引抜けずに破断すると，付着

強度が確認できないことから，定着長を短く設定した

ものである． 

４．実験結果と考察 

圧縮強度試験の結果を図 3 に示す．図中の●は細粒

度，▲は粗粒度のモルタルの値である． 

引抜試験の結果と表面粗さ確認実験の結果を表 2 に

示す．付着強度と ABA に付着させた珪砂の粒径との関

係をみると，珪砂の粒径が大きいほど付着強度が大き

くなる傾向がある．ABA の珪砂の粒径の種類とスキュ

ーネスの関係をみると，珪砂粒径が大きくなるほど，ス

キューネスの値が大きくなった．すなわち，珪砂 3 号を

付着させた ABA は，珪砂 4 号，5 号と比較して，山に

対して谷の部分が広く，ABA とのモルタルの付着強度

が増加したと考えられる． 

一方，モルタル中に含まれる珪砂の粒径が付着強度

に与える影響は小さいことが分かった． 

５．まとめと展望 

 本実験の結果から得られた知見を以下にまとめる． 

 引抜試験によって，ABA に付着させる珪砂の粒径が

大きいほど，モルタルとの付着強度が大きくなること

を確認した．また，表面粗さ確認試験によって得られた

表面粗さ曲線から，粗さ指標の一つであるスキューネ

スを算出し，表面の凹凸の程度を定量的に表すことが

できた． 

 今後は，定着長の変化が付着強度に及ぼす関係を確

認する必要がある．また，今回の引抜試験方法は，実際

に壁高欄にかかる荷重とは異なるため，実機実験を行

うことが望ましい． 
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ABA に付着 
させる珪砂の

粒径(号) 

スキュ 
ーネス 
𝑅𝑠 

平均付着強度(N/mm2) 

細粒度 粗粒度 

40 
(N/㎟) 
材齢 
3 日 

60 
(N/㎟) 
材齢 
10 日 

40 
(N/㎟) 
材齢 
3 日 

60 
(N/㎟) 
材齢 
14 日 

3 0.0405 20.08 25.06 21.69 24.20 
4 -0.4109 19.20 22.66 19.97 23.98 
5 -0.4471 17.28 19.04 15.76 18.23 

図 2 引抜試験の概要 

表 2 実験結果 

図 3 圧縮強度試験結果 

20
25
30
35
40
45
50
55
60
65
70

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

圧
縮

強
度

(N
/m

m
2 )

材齢(日)

細粒度モルタル

粗粒度モルタル

VI-415 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-415 -


